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世界平和地球村の建設と自然環境の保護

レ
ダ
基
地
の
堤
防
建
設
工
事
進
む
！

五
月
九
日
、
レ
ダ
基
地
の
堤
防
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。
天
候
が
比
較
的
安

定
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
多
く
の
機
械
が
搬
入
さ
れ
ま
し
た
。
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー

一
台
、
土
を
削
る
ス
ク
レ
ー
パ
ー
が
二
台
ず
つ
付
い
た
ト
ラ
ク
タ
ー
が
四
台
、

移
動
式
の
家
が
二
軒
、
燃
料
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
、
そ
し
て
責
任
者
の
車
と
か
ら

成
る
一
個
師
団
が
陸
路
、
列
を
な
し
て
レ
ダ
に
入
っ
て
き
ま
し
た
。
料
理
人
を

含
め
て
総
計
14
人
の
編
成
。
メ
ノ
ナ
イ
ト
のW

e
n
s
l
e
y
W
i
e
b
e

と
い
う
人
の
会
社

で
す
。
ロ
マ
・
プ
ラ
タ
の
人
で
す
が
、
こ
こ
か
ら
百
キ
ロ
離
れ
た
ト
ロ
パ
ン
パ

に
出
張
所
を
構
え
た
の
で
、
こ
の
辺
の
牧
場
で
は
ほ
と
ん
ど
の
工
事
を
こ
の
会

社
に
依
頼
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
チ
ャ
コ
は
開
発
の
作
業
が
無
数
に
あ
り
ま
す
。

数
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
か
ら
数
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
開
墾
、
道
路
造
り
、
タ
ハ
マ
ー

ル
と
い
う
家
畜
の
水
場
作
り
な
ど
、
仕
事
の
要
請
は
膨
大
で
す
。
そ
し
て
土
木

工
事
は
天
気
次
第
な
の
で
す
。
雨
が
降
る
と
作
業
が
大
変
に
難
し
く
な
る
の
で
、

本
格
的
な
雨
季
（
十
月
か
ら
翌
年
の
三
月
位
ま
で
）
に
は
基
本
的
に
で
き
ま
せ

ん
。
彼
ら
は
残
り
の
期
間
に
一
気
に
仕
事
を
し
て
し
ま
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
し
て
依
頼
さ
れ
て
い
る
仕
事
は
山
ほ
ど
あ
る
の
で
彼
ら
は
て
ん
て
こ
舞

い
、
ど
こ
か
ら
も
引
っ
張
り
だ
こ
に
な
り
ま
す
。
私
た
ち
も
こ
の
堤
防
建
設
を

昨
年
か
ら
依
頼
し
た
も
の
の
、
中
々
具
体
的
な
段
取
り
が
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
し
て
今
年
に
な
っ
て
よ
う
や
く
業
者
が
予
定
に
入
れ
て
く
れ
ま
し
た
。
五
月

八
日
か
ら
天
候
に
恵
ま
れ
、
工
事
は
比
較
的
順
調
に
進
み
ま
し
た
。
作
業
は
24

時
間
体
制
で
す
が
雨
が
降
る
と
中
断
し
ま
す
。
特
に
五
月
二
六
日
ぐ
ら
い
か
ら

雨
が
降
り
続
い
た
と
き
は
、
仕
事
が
完
全
に
ス
ト
ッ
プ
。
業
者
も
一
旦
引
き
上

げ
、
天
候
の
回
復
を
待
っ
て
、
戻
っ
て
来
ま
し
た
。

堤
防
工
事
の
順
序
と
し
て
は
、
ま
ず
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
前
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
二
〇
一
一
年
、
一
四
年
と
川
の
水
位
が
上
が
っ
た
時
、
浸
水
し
た
場
所
で

す
。
そ
れ
を
守
る
べ
く
、
こ
の
工
事
で
高
さ
2m
の
土
手
を
造
り
ま
し
た
。
土
手

に
は
傾
斜
が
あ
り
、
1m
上
が
る
ご
と
に
両
サ
イ
ド
1m
ず
つ
幅
が
狭
く
な
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
高
さ
2m
の
土
手
の
堤
頂
に
6m
の
道
路
幅
を
確
保
す
る
た
め
に
は

土
台
の
幅
が
10
ｍ
必
要
な
の
で
す
。
必
要
な
土
は
で
き
る
だ
け
川
側
か
ら
取
り

ま
し
た
。
取
れ
な
い
分
は
牧
童
の
マ
リ
オ
の
家
の
付
近
か
ら
持
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
で
少
々
の
水
位
上
昇
に
は
耐
え
ら
れ
ま
す
。

そ
し
て
工
事
は
本
流
側
に
移
り
ま
し
た
。
そ
こ
は
上
山
氏
が
必
死
に
防
衛
し

た
土
手
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
さ
ら
に
1m
か
さ
上
げ
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
土
台
を
川
側
に
広
げ
る
作
業
が
必
要
で
し
た
。(

二
面
に
続
く
）

堤防建設工事は、ここゲストハウス前から始まった。従来よりも2ｍ高くなって、水位上昇による浸水を防ぐ。（5月31日撮影）



上
で
の
作
業
な
の
で
、
細
心
の

注
意
が
必
要
で
す
。
特
に
夜
間

は
暗
く
な
る
の
で
大
変
で
し
た
。

こ
の
会
社
は
す
で
に
主
要
な

部
分
の
工
事
を
成
し
、
六
月
二

十
日
に
は
す
べ
て
終
了
し
て
引

き
上
げ
る
予
定
で
す
。
飛
行
機

の
離
発
着
の
た
め
に
空
け
て
あ

る
滑
走
路
部
分
ほ
か
、
残
っ
た

部
分
は
、
私
た
ち
の
技
術
と
機

材
で
も
十
分
造
成
が
可
能
で
す
。

堤
防
建
設
の
た
め
に
お
寄
せ
く
だ
さ
っ
た
、
皆
様
か
ら

の
ご
支
援
に
感
謝
致
し
ま
す
。
（
六
月
十
七
日
、
佐
野
記
）

政
府
官
僚
と
エ
ス
ペ
ラ
ン
サ
村
酋
長
が
レ
ダ
基

地
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
視
察

六
月
六
日
、
パ
ラ
グ
ア
イ
の
社
会
福
祉
庁
の
漁
業
従

事
者
担
当
局
長
を
は
じ
め
、
政
府
関
係
者
三
名
が
レ
ダ

基
地
を
訪
問
し
、
多
面
に
わ
た
る
私
た
ち
の
プ
ロ
ジ
ェ

堤

防

建

設

（
一
面
よ
り
続

く
）
堤
防
は
、

本
流
沿
い
に
マ

リ
ー
ナ
（
海
軍
）

の
オ
フ
ィ
ス
の

前
を
通
っ
て
隣

の
牧
場
と
の
境

界
線
ま
で
南
に

延
伸
し
ま
し
た
。

そ
こ
か
ら
そ
の

境
界
線
に
沿
う

よ
う
に
西
に
進

み
、
で
き
た
土

手
が
養
殖
池
の

囲
い
を
兼
ね
る

よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
土
を
取
っ
て
低
く
な
っ
た
箇
所
を
養
殖
池
に
で

き
る
の
で
一
石
二
鳥
で
す
。
そ
の
先
で
飛
行
場
を
横
切

り
、
さ
ら
に
境
界
線
沿
い
に
進
ん
で
、
第
二
農
場
を
囲

み
、
マ
リ
オ
の
家
の
西
面
を
通
っ
て
メ
イ
ン
道
路
に
接

続
し
ま
す
。

ま
た
、
水
位
が
上
昇
し
た
時
に
も
レ
ダ
基
地
か
ら
通

じ
る
道
路
が
切
断
さ
れ
ず
、
常
時
通
行
可
能
な
道
路
に

す
る
た
め
、
ラ
タ
イ
牧
場
内
の
道
路
ま
で
か
さ
上
げ
し

た
い
の
で
す
が
、
こ
れ
は
予
算
と
の
相
談
に
な
り
ま
す
。

工
事
で
特
に
苦
心
す
る
の
は
、
土
が
湿
っ
て
い
る
時

の
作
業
で
す
。
こ
れ
は
非
常
に
効
率
が
悪
い
の
で
す
。

土
は
採
取
す
る
場
所
に
よ
っ
て
、
そ
の
性
質
が
違
い
ま

す
。
ま
た
何
と
い
っ
て
も
雨
と
の
闘
い
が
厳
し
い
も
の

で
す
。
雨
が
降
れ
ば
作
業
は
中
断
。
ま
た
2m
の
土
手
の

ク
ト
を
視
察
し
ま
し
た
。
チ
ャ
コ
地
方
の
村
々
を
巡
回

視
察
し
、
住
民
の
生
活
向
上
の
た
め
政
府
と
し
て
可
能

な
施
策
を
立
て
る
べ
く
実
地
調
査
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

先
住
民
村
エ
ス
ペ
ラ
ン
サ
の
バ
ル
ボ
ー
サ
酋
長
か
ら
レ

ダ
基
地
に
行
く
よ
う
強
く
勧
め
ら
れ
て
来
た
も
の
で
す
。

一
行
は
、
パ
ク
ー
の
孵
化
場
、
養
殖
池
、
小
橋
さ
ん
の

ソ
ー
セ
ー
ジ
試
作
室
な
ど
を
訪
れ
、
レ
ダ
基
地
の
中
田

所
長
の
説
明
を
熱
心
に
聞
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
レ
ダ

基
地
の
す
べ
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、
地
域
の
復
興
の
た

め
に
あ
る
こ
と
に
、
感
銘
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
そ
の

後
、
基
地
ス
タ
ッ
フ
と
と
も
に
昼

食
を
取
り
、
帰
っ
て
行
き
ま
し
た
。

桜
井
聖
一
君
が
レ
ダ
基
地
を

出
発

二
月
末
よ
り
レ
ダ
基
地
で
溌
剌
と

活
動
し
て
き
た
桜
井
聖
一
君(

26
・

写
真
上)

が
、
五
月
二
十
二
日
、
日

本
へ
帰
国
の
途
に
就
き
ま
し
た
。

【
桜
井
君
の
感
想
】
「
レ
ダ
の
す

ば
ら
し
い
大
自
然
の
中
で
過
ご
せ

た
こ
と
が
何
よ

り
感
謝
で
す
。

特
に
四
〇
匹
の

ド
ラ
ド
釣
り
の

達
成
感
は
、
と

て
も
貴
重
で
す
。

こ
こ
で
の
体
験

を
基
に
、
自
分

の
生
涯
を
捧
げ

ら
れ
る
場
所
を

見
つ
け
た
い
で

す
。
ぜ
ひ
、
も

う
一
度
レ
ダ
に

来
た
い
で
す
。
」

ソーセージ等試作室で中田所長の説明を受ける

タロイモ畑も興味深く視察する

高さ2mに積み上げた堤防（旧館付近）

桜井君の14匹目のドラドは、75cm、4.8Kg。この
後に、80cm、5.6Kgの大物を釣り上げ、さらに4月
30日までに、合わせて40匹を釣った。豚ランドま
で往復10kmを毎日歩いて通った、つわものである。

堤頂は二車線の幅があり、一般車両のすれ違いができる。



小
橋
さ
ん
の
挑
戦
、
プ
ロ
の
創
造
力
を
発
揮
！

ソ
ー
セ
ー
ジ
造
り
の
プ
ロ
、
小
橋
さ
ん
は
、
レ
ダ
ブ

ラ
ン
ド
の
自
信
作
、
ピ
ラ
ニ
ア
ソ
ー
セ
ー
ジ
の
商
品
サ

ン
プ
ル
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
い
す
ゞ
ト
ラ
ッ
ク
に
冷

凍
庫
を
つ
け
て
、
ア
ス
ン
シ
オ
ン
に
パ
ク
ー
と
共
に
持
っ

て
行
き
、
販
路
を
開
き
た
い
と
意
欲
満
々
で
す
。

小
橋
さ
ん
は
ま
た
、
毎
日
タ
ロ
イ
モ
を
使
っ
た
美
味

し
い
料
理
作
り
に
も
挑
戦
し
て
い
ま
す
。
タ
ロ
イ
モ
は

蒸
か
す
と
、
も
ち
も
ち
し
た
粘
り
が
出
て
、
餅
料
理
を

作
れ
ま
す
。
現
地
の
従
業
員
た
ち
も
好
ん
で
食
べ
ま
す
。

日
系
ジ
ャ
ー
ナ
ル
紙
が
レ
ダ
の
活
動
を
紹
介

五
月
十
五
日
付
け
の
日

系
ジ
ャ
ー
ナ
ル
紙
は
、
第

一
面
ト
ッ
プ
の
記
事
で
、

「
不
毛
の
僻
地
を
希
望
の

地
に
」
と
い
う
見
出
し
を

付
け
、
第
三
回
放
流
式
の

内
容
を
中
心
に
、
レ
ダ
基

地
の
活
動
を
見
事
に
要
約

し
て
紹
介
し
て
く
れ
ま
し

た
。
（
こ
こ
ま
で
伊
達
記
）

滝
川
哲
盤
君
が
レ
ダ
基
地
に
出
発

六
月
十
六
日
、
滝
川
哲
盤
（
た
き
か
わ
の
り
や
す
）

君
が
、
10
時
20
分
発
の
Ｋ
Ｌ
Ｍ
オ
ラ
ン
ダ
航
空
で
、
成

田
空
港
よ
り
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
経
由
ア
ス
ン
シ
オ
ン
に

向
け
て
出
発
し
ま
し
た
。

滝
川
君
は
、
山
口
の
水
産
大
学
の
四
年
生
で
、
魚
の

養
殖
に
関
心
を
持
っ
て
、
大
学
も
選
ん
だ
そ
う
で
す
。

レ
ダ
で
も
、
水
産
関
係
の
仕
事
で
役
に
立
て
れ
ば
と
、

大
変
に
意
欲
的
で
す
。
帰

国
は
十
一
月
十
六
日
を
予

定
し
、
長
期
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

空
港
に
は
、
飯
野
絢
子

夫
人
も
朝
八
時
か
ら
、
見

送
り
に
来
て
お
ら
れ
、
す

が
す
が
し
い
滝
川
君
の
姿

勢
に
感
動
し
て
い
ま
し
た
。

皆
様
の
篤
き
応
援
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
（
戸
石
記
）

連載インタビュー (第8回)

Amo Leda!
Ｑ.何歳ですか？
Ａ.おそらく39歳だと思い
ます。私が生まれたころ
は正式な届出制度がなかっ
たので正確なものは分か
りません。
Ｑ.レダに働きに来てどの
ぐらいになりますか？
Ａ.10年以上になると思い
ます。最初は、下水槽を
掘ったり、柵を造ったり
しました。
Ｑ.プールの掃除をするよ
うになってどのくらい経
ちますか？
Ａ.もう5年は超えました。
Ｑ.そんなに長く同じ仕事
なのですか！？
Ａ.この仕事はとても根気
のいる仕事です。水に浮

かぶ落ち葉や虫やごみをまずすくいます。そしてプールの
床にある汚れを専用のバキュームで丁寧に一筋ずつ吸い取っ
ていかなければなりません。このプールは屋根がないので
一日でもそれを欠かすとすぐに汚れてしまうのです。朝来
てみると表面が虫でいっぱいの時もあるのです。プールに
対する愛着とこだわり、そして根気がないと難しいと思い
ます。また一人なので、適当に手を抜くことも可能なので
す。それ故、誰でもいいというわけではありません。
Ｑ.レダで働いて印象に残ることは？
Ａ.やはりここに大統領がやってきたことです。それまで
はテレビでしか見たことはなかったですから。
Ｑ.レダで働くことに満足していますか？
Ａ.ここでは酒を飲まない、盗みをしないなどの規則があ
りますが、その故に他の職場とは違って、何の争いもなく
平和に生活を送ることができることにとても満足していま
す。また皆が自分を信頼してくれているのでそれを裏切ら
ないよう、その信頼に応えられるように精一杯努力してい
きたいと思っています。

マルセリーノ・ゴンサレス
Marcelino Gonzales
9歳の女の子、8歳の男の子、
2歳の男の子がいる。レダで
はスイミングプールのメンテ
ナンスを長年やっている。

タ
ロ
あ
ん
入
り
タ
ロ
も
ち

ピ
ラ
ニ
ア
ソ
ー
セ
ー
ジ

完
成
し
た
商
品
サ
ン
プ
ル

商
品
開
発
を
す
る
小
橋
さ
ん



第
八
回
パ
ン
タ
ナ
ー
ル
一
日
特
別
研
修
会
ご
案
内

意
欲
あ
ふ
れ
る
講
師
陣
。
最
新
デ
ー
タ
と
画
像
を
活
用

し
た
構
成
で
、
皆
様
の
ご
参
加
に
備
え
て
い
ま
す
。

日
時:

二
〇
一
五
年
八
月
一
日
（
土
）

十
時
三
十
分
～
十
七
時
（
十
時
よ
り
受
付
）

会
場:

大
山
街
道
ふ
る
さ
と
館
二
階
（
川
崎
市
高
津
区
溝

口
三-

十
三-

三
）

JR
武
蔵
溝
ノ
口
駅
、
お
よ
び
東
急
田

園
都
市
線
溝
の
口
駅
か
ら
徒
歩
七
分

参
加
費:

二
〇
〇
〇
円
（
昼
食
を
含
む
）
当
日
受
付
に
て

お
支
払
い
く
だ
さ
い
。
申
込
〆
切：
七
月
二
九
日

プ
ロ
グ
ラ
ム
（予
定
）

★
提
唱
者
の
思
想
と
私
た
ち-

レ
ダ
開
拓
史

南
北
米
福
地
開
発
協
会

理
事

飯
野
貞
夫

★
こ
こ
ま
で
来
た
！
地
球
環
境
問
題

地
球
の
緑
を
守
る
会

代
表
理
事

高
津
啓
洋

★
パ
ラ
グ
ア
イ
・
レ
ダ
に
お
け
る
理
想
郷
建
設

南
北
米
福
地
開
発
協
会

理
事

柴
沼
邦
彦

参
加
申
込
は
、
①
氏
名
・
フ
リ
ガ
ナ
②
年
齢
③
性
別

④

住
所
⑤
電
話
番
号
⑥
メ
ー
ル
⑦
紹
介
者
を
明
記
の
上
、

Ｆ
Ａ
Ｘ:

〇
四
四-

八
二
九-

二
八
二
〇
、
ま
た
は
、

メ
ー
ル:o

ffic
e
@
a
sd
-n
sa
.c
o
m

へ
お
願
い
し
ま
す
。

会員種別
♠会員一口1000円／月 ※口数は申込者が申告

♠特別会員一口１万円／月 ※口数は申込者が申告

♠法人会員一口１万円／月 ※口数は申込者が申告

会費は、毎月の引き落とし方式です。
会費振替用口座 ゆうちょ銀行 00290-5-113072
加入者名：シャ）南北米福地開発協会
入会申し込みと同時に手続きをお願い申し上げます。それ
が確認でき次第、会員番号を確定し、ご案内いたします。

♥入会申込書は、左記の事務局にお申し込みください。
また、ホームページからもダウンロードできます。
PDF形式 http://asd-nsa.com/nyuukai.pdf
Word形式 http://asd-nsa.com/nyuukai.docx

第
十
五
回
国
際
協
力
青
年
奉
仕
隊
派
遣
の
た
め
、

ご
支
援
を
お
願
い
致
し
ま
す
！

未
来
の
社
会
を
背
負
っ
て
立
つ
青
年
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
の
育
成
を
目
指
し
、
国
際

協
力
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

派
遣
い
た
し
ま
す
。
そ
の
た

め
、
皆
様
が
使
い
残
さ
れ
た
、

は
が
き
、
年
賀
は
が
き
、
書

き
損
じ
は
が
き
、
未
使
用
の

切
手
な
ど
を
集
め
て
い
ま
す
。

送
り
先
は
下
記
の
事
務
局
あ

て
。
ま
た
支
援
金
も
感
謝
し

て
お
受
け
い
た
し
ま
す
。

郵
便
口
座

記
号

一
〇
二
八
〇

番
号

六
一
三
四
九
七
五
一

南
北
米
福
地
開
発
協
会

お便り募集
読者の皆様からのお便りを歓迎します。ご感想、

ご意見、ボランティア体験記、自然環境に関する
気付きなど、メールやFAXで、下記の事務局宛て
お寄せください。（一部をお便りコーナーに掲載させていた
だくことがあります。）

一般社団法人
南北米福地開発協会事務局
〒２１３－０００１
神奈川県川崎市高津区

溝口３－１１－１５
岩崎ビル４Ｆ

電話: ０４４－８２９－２８２１
FAX: ０４４－８２９－２８２０

ゆうちょ銀行（旧一般会員会費納入）
記号１０２８０ 番号6１349751
一般社団法人 南北米福地開発協会
メールアドレスが変わりました！

(新) E-メール: office@asd-nsa.com
(新) ホームページ: http://asd-nsa.com

前回の一日研修会参加者たち

講師と親しく懇談する時間

植樹のための腐葉土を集める (第14回奉仕隊)

植樹祭で、地元の学生たちと交流 (第14回奉仕隊)


